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長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会教育の充実

基本事業名 青少年の健全育成

事業名 ふるさとまなび～隊開催事業 総事業費 41 千円

事業の意図
様々な体験活動を通して、ふるさとの自然や文化などを学び、また異年齢で交流することで豊かな人間関

係や規範意識、社会性を養う

事業の実績

と成果

取組内容

令和４年度は年間計８回計画し、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、外での体験活動を中心に、

計画した全８回実施することができた。

また、SDGｓも取り入れた活動を行った。

成 果

令和３年度同様、コロナ禍での活動ということで、定員を減らしての活動となった。しかしながら、コロナ

禍においても体験活動に対する意欲がある児童が多く、参加者が固定されている感は否めないが、参加者や

保護者から高評価をいただいており、本事業の需要は大きい。また、しおさい留学生との交流会も実施し、

学校も違う、異年齢集団での活動であるが、隊員一人ひとりが積極的にコミュニケーションを取ろうとする

動きがでている。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

概ね順調に実施できていると思うが、申込者が固定されることが課題である。毎回の募集チラシを工夫し多くの子

どもたちに参加してもらうにはどうしたらよいかも、考えていく必要がある。また、申し込みが定員を超えた場合

の抽選方法等も検討していく必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、当初予定していた８回の活動を事故なく実施することが出来た。活

動終了後のアンケートも参考にし、その時代に合った体験活動内容を検討していく必要があると考える。

2023年度方向性

令和５年度は感染症対策を講じながら、募集定員を20名から30名に増やし実施する。また、宿泊体験をしない代わ

りに、活動時間を夜まで延ばすなど、宿泊体験に近い形で活動をしていく。コロナ禍でできなかったことを少しず

つ再開させていき、来年度以降は宿泊体験や中１ギャップ事業の再開を視野に入れながら活動をしていきたい。

【参考資料】  

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

【第２回ふるさとまなび～隊：ビーチコーミング】

第２回は、ビーチコーミングをしました。当初の計画では、実際に

海岸へ行き、子どもたちとシーグラス等を拾って、拾ったもので

フォトフレームを作る予定でしたが、天候不良のため、室内での活

動となり、事前に社会教育課が準備していたシーグラスでフォトフ

レームを作りました。その他にも、海のごみ・生き物について考え

てみたり、社会教育課職員によるSDGｓについてのクイズをしたり

して学ぶことができました。参加者からは「世界に一つだけのフォ

トフレームを作れてよかった」「SDGｓについてもっとしることが

できた」などの声が聴かれました。



【第６回ふるさとまなび～隊：親子ぼうさい教室】

第６回は、親子ぼうさい教室と題して、市役所総務課防災消防係の

柳川さんを講師に招き、災害の際に気を付ける事の講義、実際に避

難した際に役立つ避難グッズの紹介、避難所でテント等の使い方の

実技など災害対応などについて幅広く学びました。また、榕城分団

詰所の見学もあり、子どもたちは満足そうにしていました。最後に

は、避難食を実際に食べてみました。参加者からは、「実際にテン

トの組み方や簡単にできる担架の作り方を学べてよかった」「避難

食がおいしかった」などの声が聴かれました。

【第３回ふるさとまなび～隊：市内バスツアー】

第３回は、令和３年度に引き続きしおさい留学生との交流会をしま

した。

今年度は、市内北部（国上・伊関・安納）の文化財をビンゴゲーム

をしながらまわり、子どもたちと一緒に文化財について学び、文化

財の保存と活用につながったと思う。子どもたちからは、「知らな

いことが多くて、たくさん学ぶことができてよかった」「ビンゴを

しながらまわれて楽しかった」などの声が聞かれました。
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事業実施上の課題

（事業担当者記入）

年々参加者が少なくなってきており、交流事業内容等の検討が必要。コロナ禍において、ホームステイの見直しも

検討する必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

・青少年の健全育成には体験型活動が有意義だと考える。当事業は友好都市をきっかけにこれまで長い交流の歴史

があり、お互いの異年齢集団が、お互いの異文化等に触れることで、貴重な体験を通しながら親交を深めてきてい

る。

・年々参加者が少なくなってきている要因のひとつに、ホームステイもあるようである。継続的な事業を図る上に

おいて、事業内容の見直しを考える時期に来ているのではないかと思われる。

2023年度方向性 令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響で延期となったため、令和５年度は長浜市を訪問する。

事業の意図 両市のスポーツ交流を通じて信頼と友情を築き、青少年が豊かな心身を育むことができる

事業の実績

と成果

取組内容 ３年ぶりの交流事業開催に向け、長浜市と協議を行った。

成 果 新型コロナウイルス感染症の影響により来年度に延期となった。

事業名 長浜市少年スポーツ交流事業 総事業費 0 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会教育の充実

基本事業名 青少年の健全育成


